
熊本医療センターのミ二医療情報誌
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クレナフィン爪外用漉10%
成分名：士フィコナゾルl

爪白癖の治療としては飲み薬と塗り薬があります。

まず、飲み薬としてイ卜リゾール（成分名：イトラコナゾー

ル）とラミシール（成分名：テルビナフィン）があります。
国立病院機構熊本医療センタ一発行
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皮膚真菌症の

治療薬としてクリーム 1%、液 1%、軟膏 1%の3製

剤がすでに販売されていましたが、濃度を高めて爪へ

より浸透させることで、新たに爪白癖治療薬として認

められました。使用方法は爪及びその下の皮膚に薬剤

が行き渡るよう皮膚との境界部も含め、 1日1回爪全

体に十分に塗布します。

「爪水虫（爪白癖）」について

圃圃m!lJI・•，11・＿，，＿＿『圃圃圃掴園
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「爪白癖の治療の薬」について嶋崎
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イトリゾール
成分名：
イトラコナゾル

ラミシール
成分名：
子ルピナフィツ

イトリゾールの飲み方は 1日2回食直後に 1週間服

用し、その後3週間服用しないという 1サイクルを繰

り返します。このお薬は食事をとった後の方が効率よ

く吸収されるため、食直後に服用する必要があります。

また、多くの薬との飲み合わせがあるため、医師や薬

剤師に相談してください。

もう 1つの飲み薬ラミシールの飲み方は 1日1回食

後の服用を毎日続けます。先ほどのイトリゾールも同

様ですが、肝臓に負担がかか

ってしまうため、定期的な血

液検査が必要になります。

刺激を感じることがあるので皮膚

についた薬剤はふき取るようにし

ましょう。 連凧

お薬の効果が現れると根元の部分から感染していな

いきれいな爪が少しずつ伸び、てきます。飲み薬と塗り

薬どちらの治療にも言えることですが、健康な爪に生

え変わるまでは菌が爪の中に残っています。爪が生え

変わるまでには長い時間がかかるので、自己判断で治

療をやめずに、医師の指導の下、根気よく治療しましょ

っ。

「くす（樟）」の由求について

〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈長Lられます。種々の精
油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出
されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬師書）

は医術に関する書物のことを言います。
本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情報を提供

しております。お気軽にお読み下さい。



｜ 国立病院機構熊本医療センター 白癖菌感染の治療の基本は抗真薗剤というお薬を

塗ったり飲んだりする事です。通常の足白癖などは

塗り薬を数ヶ月行うと完治しますが、一度爪に入り

込んでしまうとその治療はとても大変で通常の塗り

薬だけでは治りません。しかも、やっと足白癖が治っ

たと d思っても、爪白癖が残っていたらまたそこから

白癖菌が周囲に供給され足白癖が再発する事になり

ます。「水虫が治ったと思ったらまた出来てきた」と

いう方の中には爪白癖を治療しなかった事が原因と

いう方もしばしばおられます。

さて、それでは爪白癖の治療にはどのようなもの

があるのでしょうか？根本的な治療にはまず飲み薬

があり、しっかり内服出来れば効

果は高いのですが、肝臓や腎臓と

いった内臓に悪影響を及ぼす事や

他の飲み薬と飲み合わせが悪い事

があるなど、血液検査を定期的に

行う必要があり、もともと肝臓な

どが悪い方や他の病気でお薬を内

服している方の中には薬を飲む事

が出来ず、根本的な治療を諦めざ
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・総合医療セン亨ー総合診療科、血液内科、腫蕩内科、

糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、腎臓内科

・消化器病セン亨ー消化器内科

・心臓血管センヲ 循環器内科、心崎血管外科

・脳神経セン安一脳神経外科、神経内科

・感覚器セン安一眼科、耳鼻いんとう科、皮1膚科

・画像診断・治療センヲ 放射線科、放射線治療科

・救命救急センヲー救急科

・病理診断科 ・外科 ・頭頭部外科・呼吸器外科

・小児外科 ・整形外科 ・形成外科 ・精神科

・リウマチ科 ・小児科 ・泌尿器科 ・産婦人科

・リハビリテーション科 ・麻酔科 ・歯科口腔外科

診療科

＠診療時間 8:30～17:00
＠受付時間 8:15～11:00
＠休診日土・日曜日および祝日

干860-0008熊本市中央区二の丸1-5

TEL 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 
H P http //www.nho-kumamoto.jp/ 

「水虫」というと足世間のジュクジュクした樺み

という印象を持っている方が多いと思いますが、そ

の病態は白癖菌という「カビ」

の一種による皮膚の感染症で、

一般的には足に生じた白癖菌

感染（足白癖）を「水虫」と

言います。白癖菌感染が股部

に起こると「インキンタムシ」、

頭に起こると「しらくも」な

どと呼ばれますが、医学用語

ではそれぞれ股部白癖、頭部

白癖と言います。足白癖や股部白癖はしばしば庫み

を伴う事がありますが、実際には白癖菌感染の多く

は摩みもない無症状の事が多く、足白癖のほとんど

は「足の裏ががさがさしている」「瞳の皮が厚い」「よ

く皮がむける」といった何も感じない状態で進行し

ていき、やがて水ぶくれやただれを起こすと激しい

庫みや痛みを生じる事になるの

です。このようにほとんど症状

がないため、「自分は水虫では

ない」とd思って放置していると、

あるとき白癖菌が爪に入り込む

事があり、進行すると爪が「白

く／黄色く濁る」「厚くなる」「巻

き爪になる」「ぼろぼろになる」

「白い線が入る」「はがれたよう

急患は 、』〆
いつでも ． 
受け付けます
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皮膚科では皮膚に生じた病変はもちろんの事、口

腔粘膜や口唇粘膜、髪、

爪といった「外から目で

見て病変がわかるもの」

は老若男女に関わらずす

べて診療しています。皮

膚科領域の疾患の中には

皮膚だけでなく、内臓を

含めた全身的な症状を伴

るを得ない事もありました。しか

し、最近爪白癖専用の塗り薬が開発されて処方でき

るようになり、その効果は飲み薬に匹敵するものと

なっています。しかも、以前の塗り薬のみで爪白癖

を根治させるためには、爪に穴を開けたり、爪を削っ

たりといった大変な処置が必要で、それでも効果が

乏しかったのですが、最近の爪白癖専用の塗り薬は

ただ塗るだけなのです。

とはいうものの、白癖菌に一度冒

された部分の爪は元には戻らないた

め、爪が伸びるのを待つ必要があり、

飲み薬でも、新しい爪白癖専用の塗

り薬でも、最低半年以上の根気強い治療が必要とい

う点は変わりません。また、爪白癖と見た目が似て

いても、いろんな病気が隠れている事もあります。「自

分の爪は大丈夫かな？」とお思いの方はお気軽に皮

膚科へご相談下さい。

う疾患も数多くあり、他科と協力しながら全身的な

病態を治療しています。また、「皮膚は内臓の鏡」

という古い言葉があり、皮膚の症状をみる事で、体

の中で起こっている事を推察し、診断の手助けと出

来ることもあります。

皮膚は誰でも見えるため、その病変により患者さ

んが受ける社会的な悩みが大きいのも特徴です。皮

膚の疾患を改善させる事により、日常生活をより充

実したものに出来る事もありますので、「目に見え

る悩み」は皮膚科にご相談下さい。

円、

になる」といったような症状を

呈するようになります。これが爪水虫（爪白癖）と

いう状態です。


